
５月７日　着物と着物リメークファッションショー（利根町・加根古工房庭）

今月の主な内容

森林文化都市沼田

■市の財政状況■２－３

■叙勲・県総合表彰、農業委員会委員選挙■４－５

■在宅介護支援センター、介護保険■６－７

■住民税の減額、消費生活の窓、環境月間■８－９

Numata City Public Relations

http ://city.numata.gunma.jp/

優雅に華麗に美しく！

５月３日から８日まで老神温泉地
内で開催された｢山吹の風｣～老神温
泉に集う作家展～の一環として行わ
れたファッションショー。モデルは
老神温泉女将の会の皆さんが中心に
務められ、プロのモデルさながらの
ポーズで会場を大いにわかせていま
した。
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広報ぬまた 平成20年６月１日

◎市税収入の状況

税　　目 予算現額 収入済額 収入率
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
特別土地保有税
入 湯 税
都 市 計 画 税
合 計

25億1,367万円
33億7,265万円
1億1,690万円
4億4,904万円

270万円
3,898万円

1億9,762万円
66億9,156万円

24億5,639万円
34億3,815万円
1億1,951万円
4億6,235万円

277万円
3,917万円

2億　522万円
67億2,356万円

97.7％
101.9％
102.2％
103.0％
102.6％
100.5％
103.8％
100.5％

市の財政状況

地方交付税

10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億円

62億2,276万円
62億2,276万円(100.0%)

市 税 66億9,156万円
67億2,356万円(100.5%)

市 債 19億9,589万円
9億3,169万円(46.7%)

国庫支出金 11億5,590万円
10億2,372万円(88.6%)

地方譲与税 4億2,069万円
2億8,999万円(68.9%)

県支出金 10億9,984万円
6億9,336万円(63.0%)

地方消費税
交 付 金

5億1,631万円
5億1,631万円(100.0%)

繰入金 17億 714万円
2億3,148万円(13.6%)

使用料及び
手 数 料

1億8,747万円
1億8,129万円(96.7%)

自動車取得
税交付金

2億1,980万円
2億1,980万円(100.0%)

分担金及び
負　担　金

2億4,840万円
2億1,973万円(88.5%)

諸収入など 9億2,950万円
8億8,764万円(95.5%)

市では、皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのかを公表しています。
今回は平成19年度(平成20年3月31日現在)の歳入歳出予算の執行状況と市有財産の概要についてお知
らせします。

平成20年３月31日現在
人　口 54,275人
男　 26,327人
女 27,948人
世帯数　19,844世帯
面　積　443.37km2

予算現額
収入済額 (収入率)

予算現額

213億9,526万円

収入済額

181億4,133万円

収 入 率 (84.8％)

◎市債(借入金)の状況

143億7,344万円
110億6,697万円
7億1,678万円
25億8,969万円
59億7,501万円
47億5,758万円
8億7,725万円
3億4,018万円
30億5,892万円
234億 737万円

借 　 入 　 先 　 別 現 在 高
政府資金

銀行等引受資金

公営企業金融公庫
合　　　　　　計

財 政 融 資 資 金
郵 便 貯 金 資 金
簡易生命保険積立金

市 中 銀 行 な ど
群 馬 県 貸 付 金
市 町 村 振 興 協 会

市民１人に使わ
れる市のお金

39万4,201円

市民１人が負担
する税金(市税）

12万3,290円

１世帯当たりに使
われる市のお金

107万8,173円

１世帯当たりが負
担する税金(市税）

33万7,208円

魚の放流事業

財政課財政係1内線３２６２
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913万8,284㎡

建　　物

25万3,894㎡

山　　林

656万9,954㎡

出資による権利

6億 873万円

有価証券

1億6,585万円

基　　金　　現　　在　　高

市 有 財 産 の 状 況

財政調整基金 14億2,815万円
減債基金 3,876万円
庁舎整備基金 0.4万円
合併振興基金 6億 1万円
ふるさとづくり基金 9,062万円
土地開発基金 3億7,064万円
福祉振興事業基金 1億1,681万円
国民健康保険基金 2億9,761万円
保険施設整備基金 6万円
介護給付費準備基金 1億5,158万円
ふるさと水と土保全対策基金 1,000万円
発明くふう奨励基金 200万円
沼田城建設基金 6,716万円
玉原環境整備基金 3,642万円
奨学資金貸付基金 1億2,728万円
学校保健活動振興基金 1,025万円
芸術文化振興基金 1,032万円
図書整備基金 300万円
善行青少年顕彰基金 430万円
観光施設建設基金 1億5,069万円
温泉事業基金 1億6,836万円
老神温泉施設建設基金 1,877万円

合　　　計 37億 279万円

◎水道事業の状況

勘定区分 収益的収入
及 び 支 出

資本的収入
及 び 支 出

予算現額
収入済額
収 入 率
予算現額
支出済額
支 出 率

2億3,569万円
2億2,966万円

97.4％
6億4,399万円
6億4,250万円

99.8％

4億4,259万円
4億3,685万円

98.7％
4億1,753万円
3億8,519万円

92.3％

収
　
入

支
　
出

土　　地
(山林を含む)

無体財産権
(著作権など)

23件

◎特別会計の執行状況

会 計 名 予算現額 収入済額 支出済額 支出率
国民健康保険
老 人 保 健
介 護 保 険
簡易水道事業
下水道事業
農業集落排水事業
温 泉 事 業
合 計

65億4,362万円
54億5,778万円
33億1,694万円
4億6,904万円
24億2,044万円
3億5,339万円
2億9,232万円

188億5,353万円

57億3,538万円
50億8,522万円
29億　739万円
3億3,147万円
19億1,775万円
1億4,356万円
2億8,617万円

164億 694万円

60億 873万円
50億1,679万円
29億1,418万円
4億1,865万円
22億6,621万円
2億 965万円
2億6,320万円

170億9,741万円

91.8％
91.9％
87.9％
89.3％
93.6％
59.3％
90.0％
90.7％

収入率
87.6％
93.2％
87.7％
70.7％
79.2％
40.6％
97.9％
87.0％

公債費

10億20億30億40億50億円

31億4,048万円
31億4,048万円(100.0%)

21億5,198万円
17億8,076万円(82.7%)

42億6,082万円
37億2,967万円(87.5%)

31億1,337万円
29億1,366万円(93.6%)

25億7,037万円
23億5,661万円(91.7%)

8億5,862万円
8億4,688万円(98.6%)

5億1,437万円
4億8,952万円(95.2%)

3億3,451万円
2億9,368万円(87.8%)

土木費

民生費

教育費

総務費

消防費

商工費

議 会 費 ･
労働費など

衛生費

14億4,078万円
10億5,533万円(73.2%)

農林水産業費

商工費

30億 996万円
27億6,700万円(91.9%)

予算現額
支出済額 (支出率)

予算現額

213億9,526万円

支出済額

193億7,359万円

支 出 率 (90.6％)

たんばらラベンダーパーク

公園緑地ふれあいイベント



昭
和
三
十
三
年
か
ら
五
十
年
間
市

内
小
中
学
校
の
学
校
医
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

米
谷
さ
ん
は
、
長
い
間
学
校
医
と

し
て
勤
め
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
自
分

自
身
が
健
康
で
い
ら
れ
た
か
ら
。
ま

た
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
の
お
か
げ
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
か
ら
昭
和
六
十
年

ま
で
の
十
六
年
間
、
利
根
村
議
会
議

員
と
し
て
議
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
長
き
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら

れ
昨
年
十
二
月
に
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

金
子
さ
ん
は
、
村
や
地
域
の
た
め

に
精
一
杯
頑
張
っ
て
き
た
。
家
族
や

仲
間
が
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
か

ら
幸
せ
に
健
康
で
い
ら
れ
た
と
感
謝

の
気
持
ち
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
道
な
活
動
で
地
域
に
貢
献
し
、

受
賞
さ
れ
た
二
人
を
紹
介
し
ま
す
。

【
消
防
防
災
】

小
林
賢
一
さ
ん(

西
原
新
町)

元
消
防
団
長

【
林
業
】

松
井
信
一
さ
ん(

久
屋
原
町)

元
沼
田
製
材
業
協
同
組
合
理
事
長
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瑞
宝
双
光
章【
学
校
保
健
功
労
】

春
の
叙
勲

米谷　もりのさん
(東倉内町)

旭
日
単
光
章

高
齢
者
叙
勲

県
総
合
表
彰

金子　岩治さん
(利根町老神)

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
そ
の
発
展
と
振
興
な
ど
に
功
績
の
あ

っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
春
の
叙
勲
と
高
齢
者
叙
勲
を
本
市
か
ら
二
人
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
総
合
表
彰
は
二
人
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
め
ら
れ
た
功
績

叙
勲
・
県
総
合
表
彰

昨
年
九
月
上
旬
、
台
風
九
号
が
伊

豆
半
島
に
上
陸
、
日
本
列
島
を
縦
断

し
ま
し
た
。
県
内
で
は
西
毛
地
区
を

中
心
に
、
一
時
間
に
五
十
ミ
リ
以
上

の
激
し
い
雨
が
降
り
、
土
砂
災
害
な

ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
本
市
で
も
十

年
前
に
は
同
規
模
の
雨
が
降
り
、
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
大
雨
に
関
す
る

防
災
気
象
情
報
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
と
学
び
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
大
雨
注
意
報
・
警
報

大
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
予
想
し

た
と
き
、
ま
ず
大
雨
注
意
報

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
人
の
命

や
財
産
に
関
わ
る
重
大
な
災

害
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
き

に
は
、
さ
ら
に
大
雨
警
報
が

発
表
さ
れ
ま
す
。

○
土
砂
災
害
警
戒
情
報

大
雨
警
報
の
発
表
中
に
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
高
ま
っ
た
と

き
、
市
長
が
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令

す
る
際
の
判
断
や
住
民
の
皆
さ
ん
の

自
主
避
難
の
参
考
に
な
る
よ
う
、
県

と
前
橋
地
方
気
象
台
が
共
同
し
て
発

表
す
る
新
た
な
防
災
情
報
で
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

た
と
き
は
、
傾
斜
地
に
住
ん
で
い
る

人
は
土
砂
災
害
の
発
生
に
一
層
の
警

戒
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
長

の
発
す
る
避
難
準
備
情
報
や
避
難
勧

告
を
受
け
た
と
き
は
適
切
な
防
災
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

気
象
庁
で
は
、
気
象
衛
星
な
ど
の

最
新
機
器
を
使
い
、
二
十
四
時

間
体
制
で
観
測
を
行
う
こ
と
で
、

い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
の
く
ら
い

の
量
の
雨
が
降
る
か
を
、
市
町

村
単
位
で
把
握
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
情
報
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
簡
単

に
入
手
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
情
報
を
正
確

に
把
握
し
、
的
確
に
行
動
す
る

こ
と
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

市
は
、
防
災
関
係
機
関
と
十
分
に

連
携
し
、
市
民
の
安
心
安
全
を
最
優

先
に
防
災
活
動
を
行
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。

防
災
⑤

い
ざ
と
い
う
と
き
役
立
つ
、
防
災
豆
知
識

「
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
意
識
が
大
切
で
す
」



農
地
な
ど
の
利
用
関
係
の
調
整
や

自
作
農
の
創
設
維
持
、
そ
の
他
農
業

全
般
の
問
題
を
農
業
者
の
創
意
と
自

主
的
努
力
に
よ
っ
て
総
合
的
に
解
決

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関

と
し
て
農
業
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
が
七

月
十
九
日
に
満
了
す
る
た
め
、
選
挙

に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
委
員
の
選
挙
を

六
月
二
十
九
日
告
示(

立
候
補
届
出

日)

、
七
月
六
日
投
票
の
日
程
で
行

い
ま
す
。

●
投
票
で
き
る
人

本
年
一
月
十
日
ま
で
に
農
業
委
員

会
を
通
じ
て
選
挙
管
理
委
員
会
に
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
録
申

請
書
を
提
出
し
た
人
の
う
ち
、
名
簿

登
録
要
件
を
満
た
し
て
当
該
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
。

●
投
票

市
内
に
四
選
挙
区
、
八
投
票
所
が

設
け
ら
れ
ま
す
。各
選
挙
区
の
定
数
、

投
票
所
は
、
上
表
の
と
お
り
で
す
。

投
票
時
間
は
す
べ
て
の
投
票
所
で
午

前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

●
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
都
合
が
悪
く
て
投

票
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、
期
日

前
投
票
所
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

場
所

沼
田
市
役
所
、
沼
田
市
白
沢

町
振
興
局
、
沼
田
市
利
根
町
振
興
局

※
各
期
日
前
投
票
所
で
投
票
が
で
き

る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
区
域

内
の
選
挙
人
に
限
定
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い

期
間

６
月
30
日(

月)

〜
７
月
５
日

(

土)

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
開
票

開
票
は
即
日
開
票
で
す
。
投
票
日

の
午
後
七
時
か
ら
次
の
開
票
所
で
開

票
を
行
い
ま
す
。

第
一
選
挙
区

沼
田
市
役
所
　
　
　
　

第
二
選
挙
区

沼
田
市
薄
根
公
民
館
　

第
三
選
挙
区

沼
田
市
白
沢
町
振
興
局

第
四
選
挙
区

沼
田
市
利
根
町
振
興
局

こ
の
選
挙
に
関
す
る
手
続
き
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

●
立
候
補
予
定
者
等
説
明
会

と
き

６
月
18
日(

水)

午
後
１
時
30

分
と
こ
ろ

沼
田
市
役
所
北
庁
舎
第

二
・
三
会
議
室

●
立
候
補
届
出
書
類
事
前
審
査

と
き

６
月
23
日(

月)

・
24
日(

火)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

沼
田
市
役
所
北
庁
舎
第

二
・
三
会
議
室

●
立
候
補
届
出

と
き

６
月
29
日(

日)

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

沼
田
市
役
所
北
庁
舎
第

二
・
三
会
議
室

●
当
選
証
書
附
与
式

と
き

７
月
７
日(

月)

午
前
11
時

と
こ
ろ

沼
田
市
役
所
北
庁
舎
第
三

会
議
室

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
1
内
線
３
２
１
７
へ
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
政
に

対
す
る
建
設
的
な
提
言
や
要
望
、
ま

た
、
身
近
な
問
題
や
関
心
の
あ
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
聞
く

と
と
も
に
、
こ
れ
を
市
政
に
反
映
さ

せ
、
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
昭
和
六
十
三

年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
十
三
人

の
皆
さ
ん
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー(

敬
称
略)

▽
萩
原
　
子(

高
橋
場
町)

▽
倉
品
雄

造(

上
原
町)

▽
間
野
長
治(

上
原
町)

▽
設
楽
清
美(

薄
根
町)

▽
�
田
�
信

(

上
沼
須
町)

▽
木
村
　
一(

中
発
知

町)

▽
太
田
年
弘(

井
土
上
町)

▽
田
中

康
一(

下
川
田
町)

▽
小
田
橋
恵
子(

下

川
田
町)

▽
中
村
勇
二(

白
沢
町
岩
室)

▽
小
野
喜
与
重(

白
沢
町
平
出)

▽
飯

塚
壽
彦(

利
根
町
追
貝)

▽
桑
原
行
男

(

利
根
町
高
戸
谷)
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平
成
20
年
７
月
６
日
執
行

沼
田
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

市政モニターを委嘱しました

農業委員会委員選挙における定数、選挙区および投票所

○第４選挙区(定数９人)

○第３選挙区(定数５人)

○第２選挙区(定数８人)

○第１選挙区(定数８人)
投票区

第１投票区 沼田市役所
東倉内町、西倉内町、柳町、高橋場町、材木町、桜町、
上原町、東原新町、西原新町、上之町、馬喰町、中町、
坊新田町、下之町、鍛冶町、榛名町、清水町、薄根町

第２投票区 沼田市利南公民館 戸鹿野町、新町、沼須町、上沼須町、下久屋町、上久
屋町、横塚町、久屋原町、栄町

第３投票区 沼田市川田公民館 上川田町、下川田町、今井町、屋形原町、岩本町

投票所 区域

投票区

第１投票区 沼田市池田公民館 佐山町、上発知町、中発知町、発知新田町、下発知町、
岡谷町、奈良町、秋塚町

第２投票区 沼田市薄根公民館
下沼田町、白岩町、硯田町、恩田町、井土上町、宇楚
井町、原町、堀廻町、大釜町、善桂寺町、石墨町、戸
神町、町田町

投票所 区域

投票区
第１投票区 沼田市白沢町振興局 白沢町全域

投票所 区域

投票区

第１投票区 沼田市利根町振興局 追貝、大楊、高戸谷、千鳥、平川、老神、大原、園原、
穴原

第２投票区 沼田市利根町振興局出張所 根利、柿平、小松、日向南郷、日影南郷、青木、砂川、
輪組、多那、石戸新田、二本松

投票所 区域



6

広報ぬまた 平成20年６月１日

介護に関する相談はお気軽に

在宅介護支援センター
高齢福祉課高齢福祉係1内線７７２５５

高橋相談員

在宅介護支援センター　ゆうゆう・うちだ

久屋原町345-1

1○22８４００

○担当区

沼田南中学校区

沼田東中学校区

金子相談員

在宅介護支援センター　ききょう

横塚町957-2

1○23８８１６

○担当区

沼田中学校区

池田中学校区

宮内相談員

利根在宅介護支援センター

利根町大楊1085-3

1○56４６０６

○担当区

利根町管内

真下相談員

白沢在宅介護支援センター

白沢町平出135-1

1○20９１９０

○担当区

白沢町管内

山田相談員

在宅介護支援センター　花の苑

戸鹿野町375-1

1○22８８１１

○担当区

沼田西中学校区

薄根中学校区

専門の相談員が皆さんの介護の悩
みや相談にお答えします

市
で
は
、
介
護
や
介
護
予
防
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
答
え

る
窓
口
と
し
て
、「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
て
い

ま
す
。

経
験
と
知
識
を
持
っ
た
相
談
員
が
、
皆
さ
ん
の
介
護
の
悩
み

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
な
ど
の
相
談
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
の

利
用
手
続
き
の
申
請
代
行
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
、
高
齢
の
た
め
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
人
な
ど
の
相
談
に
無
料
で
お
答
え
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
中
学

校
区
で
受
け
持
ち
を
区
分
し
て
お
り
、
相
談
員
に
は
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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介護保険 利用者の皆さんへ
高齢福祉課介護保険係1内線７７２６３・７７２６４

●所得の低い人の居住費・食費負担が軽減されます
介護保険施設を利用する場合に
申請により利用者負担限度額が軽
減されます。軽減を受けるには
｢介護保険限度額認定証｣の交付を
受ける必要があります。
※現在、認定証の交付を受けてい
る人も、６月30日で有効期限が
切れますので、引き続きご利用
になるには再度申請が必要です
申請方法 高齢福祉課介護保険係
または各振興局市民課で申請し
てください
対象サービス 特別養護老人ホー
ム、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、地域密着型介護老人福祉施設、ショートステイ

対象要件と基準費用額(日額)

※( )内の金額は介護老人福祉施設、短期入所生活介護の従来型個室を使用した場合

●社会福祉法人などによる利用者負担が軽減されます
社会福祉法人が運営する施設などでサービスを提
供する場合に、生活が困難な人に対して利用者負担
額が軽減されます。
※現在、｢社会福祉法人等利用者負担軽減対象確認
証｣をお持ちの人も、６月30日で有効期限が切れ
ますので、新たに手続きが必要です
申請方法 高齢福祉課介護保険係または各振興局市
民課へ申請書と収入や資産、扶養状況に関する申
告書を提出してください
対象サービス 訪問・通所・短期入所生活・認知症
対応型通所介護(以上、介護予防)、夜間対応型訪
問介護、地域密着型介護老人福祉施設入所者生介
護、介護福祉施設サービス

市では、低所得者で特に生活が困
難な人が介護保険の居宅サービスを
利用する場合に、サービスの利用促
進を図るため、利用者負担の助成を
実施しています。
助成期間 翌年６月末日までを期間
として、申請した月から助成しま
す
助成金額 対象サービスにおける自
己負担額の２分の１を助成します
申請方法 申請書に世帯の収入に関
する届出書を添えて、高齢福祉課
介護保険係へ

●居宅サービス利用者負担の助成

軽減の対象要件 軽減割合
老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の人
世帯全員が市民税非課税で、次の①～⑤すべてに該当
する人
①単身世帯で年間収入が150万円以下で世帯員が１人
増えるごとに50万円を加算した額以下であること
②預貯金などの額が単身世帯で350万円以下で世帯員
が１人増えるごとに100万円を加算した額以下であ
ること
③日常生活のために必要な資産以外に利用できる資産
などを持っていないこと
④負担能力のある親族などに扶養されていないこと
⑤介護保険料を滞納していないこと

１／２

１／４

対　象　要　件

市内に住所があり、次の①～⑤のすべて
に該当する人
①介護保険の要介護(要支援)認定者
②生計を同じくする世帯員全員が市民税
非課税であること
③世帯の前年分の収入が生活保護基準を
下回るか、それと同程度であると認め
られる世帯であること
④被保険者本人に課せられている保険料
などを滞納していないこと
⑤資産を活用しても、なお生活が困窮の
状態にあること

①訪問介護(介護予防)
②訪問入浴介護(介護予防)
③訪問看護(介護予防) 
④訪問リハビリテーション(介護予防)
⑤通所介護(介護予防)
⑥通所リハビリテーション(介護予防)
⑦短期入所生活介護(介護予防)
⑧短期入所療養介護(介護予防)
⑨福祉用具貸与(介護予防)
⑩認知症対応型通所介護(介護予防) 
⑪小規模多機能型居宅介護(介護予防)
⑫夜間対応型訪問介護

対象サービス

対象者要件
居住費の負担限度額

ユニット
型個室
820円

820円

1,640円

490円

490円

1,310円

490円
(320円)

490円
(320円)

1,310円
(820円)

0円

320円

320円

300円

390円

650円

ユニット
型準個室

従来型
個　室

多床室
食費の
負　担
限度額

生活保護受給者、または老
齢福祉年金受給者で世帯全
員が市民税非課税の人
市民税非課税世帯で、合計
所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円以下の人
市民税非課税世帯で、上記
の項目に該当しない人



こ
の
措
置
を
受
け
る
に
は「
平
成

十
九
年
度
分
市
・
県
民
税
減
額
申
告

書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
六
月
末
日
ま
で
に
申

告
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
必
ず
期

間
内
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
①
と
②
の
両
方
に
該

当
す
る
人

①
平
成
19
年
度
個
人
住
民
税
の
課
税

所
得
金
額(

申
告
分
離
課
税
を
除

く)

よ
り
所
得
税
と
個
人
住
民
税

の
人
的
控
除
額
の
差
の
合
計
額
が

小
さ
い
人

②
平
成
20
年
度
個
人
住
民
税
の
課

税
所
得
金
額(
申
告
分
離
課
税
を
含

む)

が
所
得
税
と
個
人
住
民
税
の

人
的
控
除
額
の
差
の
合
計
額
以
下

の
人

提
出
期
間

７
月
１
日(

火)

〜
31
日

(

木)

提
出
先

税
務
課
市
民
税
係

※
提
出
が
無
い
場
合
は
、
減
額
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

注
意
事
項

平
成
19
年
１
月
２
日
以

降
に
本
市
に
転
入
し
、
こ
の
減
額

措
置
の
対
象
と
な
る
人
は
、
転
入

前
の
市
区
町
村
に
減
額
申
告
書
の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
提
出

方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
転
入

前
の
市
区
町
村
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

平
成
十
九
年
度
は「
還
付
金
詐
欺
」

が
続
発
し
ま
し
た
。
官
庁
を
名
乗
り

還
付
金
が
あ
る
と
う
そ
を
言
っ
て
だ

ま
し
、
現
金
自
動
預
払
機(

Ａ
Ｔ
Ｍ)

に
誘
導
し
て
犯
人
の
口
座
に
現
金
を

送
金
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
還

付
金
が
あ
る
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た

場
合
は
一
人
で
判
断
せ
ず
に
、
必
ず

家
族
と
連
絡
を
取
り
、
金
融
機
関
や

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
警
察
な
ど
に

確
認
を
す
る
こ
と
が
被
害
を
防
ぐ
対

策
に
な
り
ま
す
。

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
無
料
出

会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
に
ア
ク
セ
ス
ま

た
は
登
録
し
た
だ
け
で
お
金
を
請
求

さ
れ
た
と
い
う
相
談
や
、
突
然
、
総

合
情
報
サ
イ
ト
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

契
約
し
た
覚
え
も
な
い
の
に
、
回
収

に
行
く
な
ど
と
書
か
れ
た
請
求
メ
ー

ル
が
届
く
と
い
っ
た
相
談
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
支
払
期
限
に

猶
予
を
与
え
ず
に
即
決
を
迫
り
、
現

金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
方
法

で
す
の
で
、
請
求
元
に
は
絶
対
に
連

絡
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

架
空
、
不
当
な
請
求
も
手
口
が
巧

妙
化
し
て
お
り
、
悪
質
商
法
に
よ
る

消
費
者
被
害
は
相
変
わ
ら
ず
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
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平
成
十
九
年
度
の
課
税
か
ら
実
施
さ
れ
た「
所
得
税
か
ら
住
民
税

へ
の
税
源
移
譲
」に
伴
い
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
を
対
象
と
し

て
、
平
成
十
九
年
度
住
民
税
額
の
一
部
を
減
額
し
還
付
す
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。

所
得
変
動
に
よ
る

住
民
税
の
減
額
に
つ
い
て

税
務
課
市
民
税
係
1
内
線
３
１
４
４

消費生活の窓市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター市消費生活センター
1○20１５００　5○20１５０１

場所 市役所東原庁舎２階
開所時間 午前９時～正午、午後１時
～４時(土・日曜日、祝日を除く)
昨年度の相談状況
●相談件数
480件(苦情427件、問い合わせ53件)
●男女別
男182人、女267人、団体31
●電話・来所別
電話306件、来所174件
●市内外別
市内386件、市外94件
※消費生活センターでは、悪質商法の
手口を紹介して、消費者を悪質業者
から守るための無料出前講座を行っ
ています。ぜひ、ご利用ください

年代別相談件数 販売購入形態別相談件数

※マルチ・マルチまがいとは、販売組織に加入した人が次々に友人や知人を勧誘し、ピラミッド型
に会員を増やしながら商品などを販売していく商法のことをいいます

店舗購入
訪問販売
通信販売

マルチ・マルチまがい
電話勧誘販売
送りつけ商法
その他無店舗
不明・無関係



国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
人
に
対
し
て

は
、
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
が
委
託

し
た
会
社
が
、
電
話
で
保
険
料
の
納

付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

際
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員

お
よ
び
国
が
任
用
し
た
国
民
年
金
推

進
員
が
、
年
金
制
度
の
ご
案
内
や
保

険
料
の
収
納
の
た
め
各
家
庭
を
訪
問

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
話
に
よ
る
ご
案
内
や
各

家
庭
へ
の
訪
問
は
、
平
日
だ
け
で
は

な
く
土
・
日
曜
日
や
夜
間
も
行
っ
て

い
ま
す
。

大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な

い
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

は
、
渋
川
社
会
保
険
事
務
所
1
０

２
７
９

１
６
０
７
へ
。

社
会
保
険
庁
で
は
平
成
十
九
年
十

二
月
か
ら
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
年

金
記
録
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

六
月
か
ら
は
、
今
年
三
月
ま
で
に

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」が
送
付
さ
れ
た

人
を
除
く
す
べ
て
の
現
役
加
入
者
の

人
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
送

り
し
ま
す
。
あ
な
た
の
年
金
記
録
の

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、「
ね
ん
き
ん
特
別

便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」へ
。

9 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
人
に
は

電
話
や
訪
問
な
ど
で
納
付
の
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を

お
送
り
し
て
い
ま
す

年金の窓口から
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月
は
環
境
月
間
で
す

始
め
て
み
よ
う
地
球
に
や
さ
し
い
こ
と

生
活
課
生
活
環
境
係
1
内
線
７
７
３
７
２

六
月
は
環
境
月
間
、
そ
し
て
六
月

五
日
は「
環
境
の
日
」で
す
。
こ
の
日

は
国
連
が
定
め
た「
世
界
環
境
デ
ー
」

で
も
あ
り
、
環
境
保
全
の
重
要
性
を

認
識
し
、
行
動
の
契
機
と
す
る
た
め

世
界
各
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
悪
化
が
進
む
地
球
環
境

わ
た
し
た
ち
の
住
む
地
球
は
、
温

暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
破
壊
、
廃
棄
物
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
環
境
破
壊
へ
の
歩
み
が
確

実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
人
間
が
石

油
や
木
な
ど
の
資
源
を
消
費
す
る
こ

と
で
、
豊
か
な
生
活
を
維
持
し
て
き

た
こ
と
、
ま
た
環
境
を
守
る
た
め
の

努
力
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
原

因
で
す
。

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環

境
の
問
題
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常

生
活
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
も
の
が

多
く
、
こ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
た

め
に
も
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
送

実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
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間
が
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が
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問
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催
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環境講演会とパネルディスカッションを開催
します。
とき ６月29日(日)午後１時30分～３時30分
ところ 中央公民館ホール
●基調講演
テーマ ｢宇宙から見たＮＵＭＡＴＡの環境｣
講師 群馬工業高等専門学校特任教授

小島昭さん
●パネルディスカッション
テーマ ｢沼田のよいこと話しましょう｣
コーディネーター 小島昭さん
パネラー 環境活動実践者・高校生・星野已喜
雄沼田市長
入場料 無料
●わたしが・ぼくがつくった、マイバッグ・マ
イふろしき大賞表彰式
とき ６月29日(日)午後３時30分～４時
ところ 中央公民館ホール

市民団体、高校生の環境活動への取り組みや
廃棄物の正しい分別・排出方法などを紹介・展
示し、楽しみながら環境について学んでいただ
けます。また、環境にやさしい景品が当たる抽
選会も実施します。
とき ６月28日(土)・29日(日)午前９時～午
後４時
ところ 中央公民館

｢ねんきん特別便専用ダイヤル｣
1０５７０(０５８)５５５

受付時間

月曜日～金曜日　午前９時～午後８時

第２土曜日　午前９時～午後５時

※ＩＰ電話・ＰＨＳからは、1０３(６７００)

１１４４へ

ぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバル
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広報ぬまた 平成20年６月１日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
と
の
共
催
で

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」を
開
催
し
ま
す
。

と
き

７
月
27
日(

日)
午
前
11
時
45

分
開
演(

午
前
11
時
開
場)

と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館

司
会

徳
田
章
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

放
送
予
定

７
月
27
日(

日)

午
後
０

時
15
分
〜
１
時(

総
合
・
Ｂ
Ｓ-

２

・
ラ
ジ
オ
第
１
・
国
際
放
送)

出
場
希
望
申
し
込
み

往
復
は
が
き

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名(

グ

ル
ー
プ
は
全
員
の
氏
名)

、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
歌
う
曲
名
と

そ
の
歌
手
名
、
選
曲
理
由
を
記
入

し
、
〒
371-

８
５
５
５
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前

橋
放
送
局「
の
ど
自
慢
」出
場
係
へ

応
募
資
格

15
歳
以
上
で
ア
マ
チ
ュ

ア
の
人(

中
学
生
以
下
は
不
可)

※
返
信
用
裏
面
は
記
入
不
要
。
応
募

は
１
人(

１
組)

１
通
。
応
募
多
数

の
場
合
は
、
定
員
250
組
を
選
出
し

前
日(

26
日)

午
後
１
時
か
ら
実
施

す
る
予
選
会
の
出
場
案
内
を
送
付

(

予
選
会
の
観
覧
は
自
由)

観
覧
希
望
申
し
込
み

往
復
は
が
き

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒
378-

８
５

０
１
沼
田
市
西
倉
内
町
780
沼
田
市

役
所「
の
ど
自
慢
」観
覧
係
へ

※
返
信
用
の
表
面
に
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
必
ず
記
入
。
裏
面
は

記
入
不
要
。
申
し
込
み
は
１
人
１

通
。
満
１
歳
以
上
か
ら
入
場
整
理

券
が
必
要
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
の
上
、
入
場
整
理
券(

１
枚

で
２
人
ま
で
入
場
可)

を
送
付

締
め
切
り

出
場
・
観
覧
申
し
込
み

と
も
に
６
月
27
日(

金)

必
着

※
応
募
の
際
の
情
報
は
、
抽
選
結
果

の
連
絡
の
ほ
か
、
番
組
や
イ
ベ
ン

ト
案
内
、
受
信
料
の
お
願
い
に
使

用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放

送
局
1
０
２
７(

２
５
１)
１
７
１
１

(

平
日
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６

時)

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

n
h
k.o
r.jp
/m
aeb
ash
i/even

t/
、

ま
た
は
商
工
観
光
課
観
光
リ
ゾ
ー
ト

係
1
内
線
３
２
５
４
へ
。

本
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る「
童
謡

作
詞
家
・
林
柳
波
」を
顕
彰
す
る
た

め
、
童
謡
詩
を
募
集
し
ま
す
。

柳
波
の
千
余
編
を
超
え
る
詩
の
中

に
は
、
ふ
る
さ
と
沼
田
や
母
を
詠
っ

た
詩(

「
帰
省
」、「
天
桂
寺
の
一
本

橋
」、「
母
を
懐
ふ
」
な
ど)

が
多
数
あ

り
ま
す
。

あ
な
た
の
心
の
思
い
を
童
謡
詩
に

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

制
限
な
し

応
募
作
品

童
謡
詩(

テ
ー
マ
、
形

式
は
自
由)

１
人
１
編
。
自
作
で

未
発
表
の
作
品
に
限
る

応
募
方
法

400
字
詰
め
原
稿
用
紙(

Ａ

４
版)

を
使
用
。
１
枚
目
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業(

児
童
・
生
徒
は
、
学
校
名
と

学
年)

電
話
番
号
を
記
入
。
２
枚

目
以
降
に
題
名
と
作
品
を
書
い
て

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

審
査
員

岸
田
衿
子
さ
ん(

詩
人
・

童
話
作
家)

、
中
川
李
枝
子
さ
ん

(

童
話
作
家)

、
高
階
杞
一
さ
ん(

詩

人)

、
沼
田
市
長

締
め
切
り

９
月
５
日(

金)

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効

入
賞

柳
波
賞

１
点(

副
賞
20
万
円)

※
小
中
学
生
の
部
か
ら
選
ば
れ
た
場

合
は
図
書
券
３
万
円
分

優
秀
賞

一
般
の
部
１
点(

副
賞
10

万
円)

、
小
中
学
生
の
部
１
点(

副

賞
図
書
券
３
万
円
分)

佳
作

一
般
の
部
５
点
、
小
中
学
生

の
部
８
点

特
別
賞

３
点(

部
門
の
別
な
し)

応
募
作
品
の
取
り
扱
い

▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

▽
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
市
と
市

教
育
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
３
へ
。
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徳田章アナウンサー 美川憲一さん 石川さゆりさん
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投
句
方
法

市
教
育
委
員
会
、
白
沢

町
・
利
根
町
教
育
支
所
、
各
地
区

公
民
館
な
ど
に
あ
る
、
本
大
会
規

定
の
投
句
用
紙(

市
内
小
中
学
生

は
、
学
校
か
ら
配
布)

を
使
用
。

作
品
の
ほ
か
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
利
根
町
教
育
支
所
へ(

郵

送
可)

●
一
般
の
部

２
句
１
組
で
投
句
数

に
制
限
な
し
。
１
組
に
つ
き
投
句

料
千
円(

作
品
に
現
金
を
添
え
て

申
し
込
み
。
郵
送
の
場
合
は
、
郵

便
振
り
替
え
で)

●
小
中
学
生
の
部

投
句
料
は
無

料
。
１
人
４
句
以
内

締
め
切
り

●
一
般
の
部

７
月
31
日(

木)

●
小
中
学
生
の
部

８
月
29
日(

金)

※
当
日
の
消
印
有
効

あ
て
先

〒
378-

０
３
９
８
沼
田
市

利
根
町
追
貝
３
７
市
教
育
委
員
会

利
根
町
教
育
支
所
内「
全
国
ふ
き

わ
れ
俳
句
大
会
」実
行
委
員
会
事

務
局

表
彰

●
一
般
の
部

特
選
・
特
別
賞
・
優

秀
賞
・
入
選
・
連
続
投
句
賞
・
参

加
賞

●
小
中
学
生
の
部

特
選
・
優
秀
賞

・
入
選
・
参
加
賞
　

投
句
作
品
の
取
り
扱
い

▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

▽
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
市
と
市

教
育
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す

※
投
句
の
際
に
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
個
人
情
報
は
、
第
18
回
全
国

ふ
き
わ
れ
俳
句
大
会
に
関
し
て
使

用
す
る
ほ
か
、
市
や
後
援
団
体
の

発
行
物
な
ど
に
発
表
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い

11
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利
根
町
教
育
支
所

1
内
線
１
２
４

第101回
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市民ハイキング
中央公民館では、市民ハイキングの参加者を募集
します。今回の行き先は、八海山(新潟県南魚沼市)
です。八海山ロープウエーで４合目の山頂駅まで一
気に上り、そこから６合目の女人堂(標高1,370ｍ)
までの往復コースです。山頂からは、上信越の山々
や快晴の日には日本海、佐渡島まで美しいパノラマ
が楽しめます。

とき ７月６日(日)午前７時市役所出発、午後３時
帰着予定
※雨天決行
定員 80人
対象 市内在住、または在勤で小学生以上の人
参加費 3,700円
※申し込み後の参加費の払い戻しはできませんので
ご了承ください。また、欠席の場合は、できるだ
け代わりの人の参加をお願いします
持ち物 弁当・水筒・雨具など
履き物 登山靴、または履き慣れた運動靴
申し込み ６月18日(水)から参加費を添えて中央公
民館へ直接(定員になり次第締め切り)
※１人が申し込める人数は、２人までとします
※地区公民館では受け付けできません
詳しいことは、中央公民館1○23０１４３へ。

標高1,778ｍ。八海山

国内最速。81人乗りロープウエー

「
滝
は
吹
割
　
片
品
渓
谷
」と
上
毛

か
る
た
に
も
詠
ま
れ
る
「
吹
割
の
滝
」

は
、
国
の
天
然
記
念
物
と
名
勝
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
吹
割
渓
谷
や
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
沼
田
の
風
物
を
俳
句
に
詠

み
、
あ
な
た
の
日
常
の
感
動
を
表
現

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

投
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作
品

吹
割
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田
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児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

六
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間

に
現
況
届
を
社
会
福
祉
課(

東
原
庁

舎
内)

、
白
沢
町
市
民
課
、
利
根
町

市
民
課
の
い
ず
れ
か
へ
直
接
、
ま
た

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
は
、
六
月
一
日
現
在
の
児

童
の
養
育
状
況
や
受
給
者
の
前
年
の

所
得
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
も
の
で
、

こ
れ
を
提
出
し
な
い
と
、
引
き
続
き

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
六
月
分
以
降

の
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
六
月
十

日
前
後
に
現
況
届
用
紙
を
郵
送
し
ま

す
。
記
入
さ
れ
て
い
る
事
項
を
確
認

し
、
所
定
の
事
項
を
記
入
、
押
印
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
厚
生
年

金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
勤

務
先
の
証
明
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
分
の
所
得
申

告
は
必
ず
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

次
に
該
当
す
る
人
は
、
現
況
届
に

添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

●
本
年
１
月
１
日
現
在
、
受
給
者
の

住
所
が
本
市
に
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発

行
し
た「
平
成
二
十
年
度
児
童
手

当
用
所
得
証
明
書
」１
通

●
児
童
の
住
所
が
本
市
以
外
に
あ
る

場
合
に
は「
そ
の
児
童
の
属
す
る

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し(

省

略
の
な
い
も
の)

」１
通
と
監
護
生

計
同
一
申
立
書(

社
会
福
祉
課
の

窓
口
に
あ
り
ま
す)

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
1
内
線
７
７
２
５
７
へ
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め
、
一
時
保
育
と
病
後
児

保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

な
い
お
子
さ
ん
を
一
時
的
に
お
預
か

り
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

利
用
条
件

▽
一
週
間
に
２
〜
３
日
程
度
仕
事
を

し
て
い
る
人

▽
病
気
や
家
族
の
看
護
で
育
児
が
困

難
に
な
っ
た
と
き

▽
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一
時
的
に
育
児

が
困
難
に
な
っ
た
と
き

▽
子
育
て
か
ら
少
し
離
れ
て
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と

き
な
ど

利
用
日
数

一
週
間
に
３
日
以
内
、

ま
た
は
一
カ
月
に
14
日
以
内

申
し
込
み
方
法

直
接
、
下
表
の
一

時
保
育
実
施
保
育
園
へ

保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

る
お
子
さ
ん
が
病
気
の
回
復
期
に
あ

り
、
自
宅
で
療
養
さ
せ
た
い
が
家
庭

で
の
育
児
が
困
難
な
と
き
に
一
時
的

に
お
預
か
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

実
施
す
る
保
育
園
で
は
、
専
用
の

ス
ペ
ー
ス
で
、
看
護
師
一
人
を
配
置

し
対
応
し
て
い
ま
す
。

利
用
条
件

保
育
園
ま
た
は
幼
稚
園

に
通
園
し
て
い
る
児
童
で
、
病
気

の
回
復
期
や
け
が
に
よ
り
保
育
園

や
幼
稚
園
で
の
保
育
が
困
難
で
、

仕
事
な
ど
の
理
由
に
よ
り
家
庭
で

の
育
児
が
で
き
な
い
と
き

定
員

一
日
に
３
人
以
内

利
用
料

一
日
千
円(

昼
食
代
な
ど)

申
し
込
み
方
法

利
用
希
望
日
の
前

日
ま
で
に
実
施
保
育
園
に
仮
予
約

を
し
て
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
必
要
書
類
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す

実
施
保
育
園

沼
田
恵
保
育
園(

清

水
町
４
３
３
０)

1

４
１
６
３

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
1
内
線
７
７
２
５
７
へ
。
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添
付
書
類

受
給
者
の
皆
さ
ん

児
童
手
当
現
況
届
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

一
時
保
育
と
は

病
後
児
保
育
と
は

一時保育実施保育園
保育園名 所 在 地 対象年齢 利 用 時 間 利用料金 電 話

沼田恵保育園 清水町4330 生後10カ月～
就学前

平日 午前８時30分～午後４時
土曜日 要相談

一律2,250円 ○24４１６３

○22５５１９

○23１５９９

3歳以上1,500円
3歳未満2,000円

3歳以上1,500円
3歳未満2,000円

平日 午前８時30分～午後４時30分
土曜日 午前８時30分～正午

平日 午前８時30分～午後４時30分
土曜日 午前８時30分～正午

生後10カ月～
就学前

１歳～
就学前

東原新町1411-5

下川田町540

ぬまた南保育園

川田保育園

子育て中の保護者の皆さんへ

一時保育と

病後児保育のお知らせです



市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
市
内
の
主
な
公
有
施
設
を

紹
介
し
ま
す
。
見
学
施
設
の
移
動
は

バ
ス
で
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き

７
月
３
日(

木)

午
前
８
時
45

分
市
役
所
集
合
・
出
発
、
午
後
５

時
帰
着
解
散
予
定

見
学
コ
ー
ス

市
役
所→

一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場→

清
掃
工
場→

利

根
沼
田
広
域
消
防
本
部→

給
食
セ

ン
タ
ー(

昼
食)→

林
業
機
械
化
セ

ン
タ
ー→

水
道
会
館→

市
役
所

対
象

20
歳
以
上
の
市
民
で
、
全

コ
ー
ス
見
学
可
能
な
人

※
お
子
さ
ん
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

定
員

24
人(

先
着
順)

参
加
費

無
料(

昼
食
は
学
校
給
食)

申
し
込
み

６
月
17
日(

火)

か
ら
電

話
で
秘
書
課
広
報
広
聴
係
へ

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
２
５
へ
。

13 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

「
素
晴
ら
し
い
仲
間
に
囲
ま
れ
て
、
今

は
と
て
も
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
い
い
の

か
、
自
分
に
は
も
っ
と
何
か
で
き
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
が
実
行
委

員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
ね
」と

話
す
の
は
、
第
三
十
四
回
沼
高
祭
の

実
行
委
員
長
を
務
め
る
村
上
魁
さ
ん
。

今
年
の
沼
高
祭
は「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｅ(

次
世
代)

〜
111
回
目
の
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
〜
」と
題
し
、
今
月
七
日
と
八

日
の
二
日
間
、同
校
で
開
催
さ
れ
る
。

「
実
行
委
員
は
、
全
部
で
五
十
三
人

で
す
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
仕
事
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
本
番
当

日
を
考
え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま

す
。一
人
で
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

村上 魁
かい

さん（沼田高校３年生）

第34回沼高祭実行委員長

第
15
回

生
徒
全
員
の
力
で
、
最
高
の
も
の
を

作
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

高
校
生
ら
し
く
、
し
っ
か
り
と
し

た
言
葉
遣
い
で
、
丁
寧
に
質
問
に
答

え
て
く
れ
た
村
上
さ
ん
。

「
こ
の
機
会
に
一
人
で
も
多
く
の
人

に
沼
高
生
た
ち
の
若
い
力
を
見
て
欲

し
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
感
じ
て
く
だ
さ
い
」

参
加
し
た
人
み
ん
な
が
主
人
公
に
な
れ
る

そ
れ
が「
沼
高
祭
」で
す

公
有
施
設
見
学
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

昨年の公有施設見学会

６月28日(土) 初日は無料開放

市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン市民プールオープン

今年も、流れるプールやウォータースライダーで水と親
しみ、熱い陽射しを浴びて体を思いきり動かしませんか。
無料開放日 ６月28日(土)午後１時～５時
利用期間 ６月28日(土)～９月７日(日)
※７月４日(金)は休業します
利用時間
▼月曜日～金曜日は、午前11時～午後５時
▼土・日曜日、祝日と７月22日(火)～８月22日(金)は、午前
10時～午後５時

利用料金

市民プール管理事務所(硯田町626)
1○23７３７３

一般

中学生

小学生

420円

210円

100円

普通券

一般

中学生

小学生

4,200円

2,100円

1,000円

100円

回数券

(11枚つづり)

更衣室ロッカー使用料



応
募
部
門

小
学
生

詩
の
部
・
作
文
の
部

中
学
生

詩
の
部
・
作
文
の
部

応
募
作
品

詩
・
作
文

※
一
人
一
部
門
一
作
品
。
自
作
、
未

発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す

締
め
切
り

10
月
24
日(

金)

応
募
先

〒
378-

０
１
２
１
沼
田
市

白
沢
町
高
平
１
白
沢
町
教
育
支
所

内「
し
ら
さ
わ
望
郷
ク
ラ
ブ
事
務

局
」

応
募
作
品
の
取
り
扱
い

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

②
応
募
の
際
に
ご
提
供
い
た
だ
く
個

人
情
報
は
、「
ふ
る
さ
と
文
学
賞
」

に
関
し
て
使
用
す
る
ほ
か
、
市
や

主
管
団
体
の
発
行
物
な
ど
に
発
表

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
白
沢
町
教
育
支

所
1

２
２
９
１
へ
。

対
象

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤

の
人

受
講
料

無
料(

教
材
費
は
、
実
費

負
担)

申
し
込
み

６
月
９
日(

月)

か
ら
12

日(

木)

ま
で
に
電
話(

1

０
１
４

３)

、
ま
た
は
直
接
窓
口
へ

※
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
。
先
着
順
で

定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
終
了

ヨ
ガ
教
室
〜
入
門
編
〜

と
き

６
月
20
日
お
よ
び
７
月
４

日
か
ら
25
日
ま
で
の
金
曜
日(

全

５
回)

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

定
員

30
人

講
師

澤
妙
子
さ
ん

教
材
費

千
五
十
円(

テ
キ
ス
ト
代)

浴
衣
着
付
け
教
室

〜
お
ぎ
ょ
ん
は
浴
衣
で
〜

と
き

６
月
30
日
・
７
月
７
日
・

14
日
・
28
日
・
８
月
４
日
の
月

曜
日(

全
５
回)
午
後
２
時
〜
４
時

定
員

15
人

※
女
性
限
定

講
師

星
野
真
由
美
さ
ん

※
浴
衣
・
帯
な
ど
は
各
自
持
参

詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
公
民
館
1

�
０
１
４
３
へ
。

放
送
大
学
で
は
、
本
年
度
第
二
学

期(

十
月
入
学)

の
学
生
を
募
集
中
で

す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
は
八
月
三
十
一
日(

日)
ま
で
で
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
群
馬
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー
1

０
２
７(

２
３
０)

１
０
８
５
へ
。

広報ぬまた 平成20年６月１日

昭
和
六
十
一
年
の
県
歩
け
歩
け

大
会
を
き
っ
か
け
に
有
志
が
集
ま

り
「
沼
田
歩
こ
う
会
」
を
結
成
。

運
動
の
基
本
「
歩
く
」
こ
と
を
目

的
に
、
会
員
の
健
康
保
持
と
体
力

増
進
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
仲
間
同
士
で
、
す

が
す
が
し
い
空
気
を
体
い
っ
ぱ
い

に
取
り
入
れ
な
が
ら
早
朝
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
県
内
外
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
へ
の
参
加
、
新
年
会
、
忘

年
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

沼
田
公
園
で
毎
朝
仲
間
た
ち
が

集
ま
り
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
、
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
連
絡
先
藤

井
正
久
さ
ん
1

０
０
３
３
へ
。

沼田歩こう会

会員数85人
われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

178

14

第５回おのちゅうこう

『ふるさと文学賞』作品募集
あなたが生まれ育ったふるさとを大切にするために、学校で学んだこと、
地域でやってみたこと、家族から聞いたこと、友だちと話したことなどを
詩や作文にして、応募してください。

中
央
公
民
館
教
養
教
室

受
講
生
募
集

放
送
大
学10

月
生
募
集

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
女
声
合
唱
団
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド

(

東
原
新
町)→

二
万
円
▽
沼
田
盆
苦

楽
会(

柳
町)→

一
万
八
千
四
百
十
円

▽
扇
映
会(

坊
新
田
町)→

八
万
九
千

八
百
八
円
▽
小
林
映
子(

坊
新
田
町)

→

五
万
円

（敬称略）
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市の制度融資ご利用ください

(平成20年４月１日現在)

◆制度融資の申し込みは、随時受け付けています
詳しいことは、商工観光課商業振興係1内線３２５３へ。

制度名 融資対象 資金使途 限度額 期間 利率 申し込み

市内で同一事業を１年以
上営んでいる中小企業者
と中小企業団体で市税を
完納しているもの。ただ
し、個人事業者について
は、市内に1年以上居住
しているもの

従業員20人以下(商業・
サービス業は５人以下)
の小企業者で過去１年間
に市民税所得割が課税さ
れ完納しているもので、
他の保証付融資を利用し
ていないもの

市内で同一事業を１年以
上営んでいる中小企業者
と中小企業団体で市税を
完納しているもの

市内で同一事業を１年以
上営んでいる中小企業者
と中小企業団体で市税を
完納しているもの

市内に店舗や工場または
事業所を有する中小企業
者と中小企業団体

市内に１年以上居住また
は市内の同一事業所に１
年以上勤務する勤労者
で、前年の源泉徴収票と
所得証明書などが提出で
き資金の償還が確実と認
められる人

市内に１年以上居住また
は市内の同一事業所に１
年以上勤務する勤労者
で、市内に自分の居住す
る住宅の敷地を取得また
は住宅を建築(購入)しよ
うとする人

小口資金

特別小口
資金

運転資金
設備資金 1,250万円

運転 ６年以内
設備 ８年以内
(うち据置
６カ月以内)

2.4%
取扱
金融機関

取扱
金融機関

取扱
金融機関

沼田行政
事務所

中央労働
金庫
沼田支店

取扱
金融機関

2.4%

2.4%

2.3%
(信用保証
付は1.9%)

2.1%

2.4%

８年以内
(うち据置
１年以内)

６年以内
(うち据置
１年以内)

10年以内
(うち据置
１年以内)

５年以内

20年以内

1,000万円

中小企業者
1,000万円
中小企業団体
2,000万円

中小企業者
3,000万円
中小企業団体
6,000万円

150万円

600万円

設備資金

構造改善・関連
企業の倒産など
による経営安定
のための運転資
金、設備近代化
を図った場合の
増加運転資金、
他業種への転換
資金

社宅・独身寮、
スポーツ・保健
施設、託児施設、
保養所などの整
備資金

医療費・冠婚葬
祭費･教育費･災
害復旧費･耐久
消費財購入費

住宅資金(新築･
増改築資金、住
宅･土地購入資
金)

中小企業設備
近代化資金

中小企業経営
振興資金

労働環境整備
資金

勤労者
生活資金

勤労者住宅
建設資金

中
小
企
業
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

市
の
制
度
融
資

県
と
の
協
調
融
資

市
の
制
度
融
資



◇
開
発
行
為
の
事
前
協
議
に
つ
い
て

市
内
で
三
千
㎡
以
上
の
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
、
施
設
の
整
備
を
行

う
場
合
は
、
事
前
に
開
発
計
画
に
対

し
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
物
を
建
築
す
る
た
め
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
を
行
う
開
発
行
為
面

積
が
、
都
市
計
画
区
域
内
で
は
三
千

㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外
で
は
一

万
㎡
以
上
の
場
合
は
、
都
市
計
画
法

の
規
定
に
よ
り
県
知
事
の
許
可
が
必

要
で
す
。

開
発
計
画
を
行
う
と
き
は
、
都
市

計
画
課
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◇
土
地
取
引
の
届
け
出
に
つ
い
て

都
市
計
画
区
域
内
で
は
五
千
㎡
以

上
、
都
市
計
画
区
域
外
で
は
一
万
㎡

以
上
の
ま
と
ま
っ
た
土
地
の
売
買
契

約
、
売
買
予
約
、
譲
渡
担
保
、
代
物

弁
済
、
交
換
、
賃
借
権
の
設
定
な
ど

の
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
届
け
出
が

必
要
で
す
。

契
約
締
結
後
、
二
週
間
以
内
に
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
、
市
を
経
由
し

て
県
知
事
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
計

画
係
1
内
線
４
２
２
７
ヘ
。

農
業
者
年
金
の
受
給
者
に
は
、
現

況
届
の
用
紙
が
五
月
末
こ
ろ
ま
で

に
、
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

６
月
30
日(

月)

提
出
場
所

市
農
業
委
員
会
事
務
局

現
況
届
が
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な

い
場
合
、
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

支
払
い
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

農
業
者
年
金
の
相
談

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
、
い
つ
で

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

市
農
業
委
員
会
事
務
局
、

ま
た
は
利
根
沼
田
農
業
協
同
組
合

沼
田
・
利
南
・
池
田
・
薄
根
・
川

田
・
白
沢
・
利
根
東
・
赤
城
根
の

各
支
所

詳
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員
会

事
務
局
1
内
線
３
２
３
３
へ
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
六
月
を

男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
と
定
め
、

「
〜
女
性
の
プ
ラ
ス
は
企
業
の
プ
ラ

ス
〜
DO
！
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
!!
」を
テ
ー
マ
に
全
国
的
に
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

各
職
場
に
お
い
て
積
極
的
な
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
　
群
馬
労
働
局
雇

用
均
等
室
1
０
２
７(

２
１
０)

５
０

０
９
へ
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会
で

は
、
毎
年
、
六
月
の
第
二
日
曜
日
を

「
花
い
っ
ぱ
い
デ
ー
」と
し
て
市
内
各

所
で「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」を
行
っ
て

い
ま
す
。
八
日
に
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
推
進
委
員
を
中
心
に
道
路
沿
い
な

ど
の
美
化
運
動
を
推
進
す
る
予
定
で

す
。

※
地
区
に
よ
り
実
施
日
が
前
後
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
３
へ
。

今
年
三
月
に
中
学
校
、高
等
学
校
、

大
学
、
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、

利
根
沼
田
地
区
の
事
業
所
に
就
職
し

た
皆
さ
ん
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

と
き

７
月
２
日(

水)

午
前
10
時
開
会

と
こ
ろ

デ
ィ
ラ
ン(

横
塚
町)

参
加
費

１
人
千
円(

事
業
主
負
担)

申
し
込
み

申
し
込
み
用
紙
に
参
加

費
を
添
え
て
、
６
月
18
日(

水)

ま

で
に
商
工
観
光
課
工
業
振
興
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
５
５
へ
。
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広報ぬまた 平成20年６月１日

お
知
ら
せ

開
発
行
為
に
は
事
前
協
議
を
！

大
規
模
土
地
取
引
に
は
届
け
出
を
！

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

『
農
業
者
年
金
現
況
届
』

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」で
す

６
月
８
日
は

花
い
っ
ぱ
い
デ
ー
で
す

新
規
学
卒
就
職
者

激
励
親
睦
の
つ
ど
い

６／７（土）
「かえるのあまがさ」

場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分

６月

電話番号は、

市　役　所 23 ２１１１

白沢町振興局 53 ２１１１

利根町振興局 56 ２１１１

ちょっぴり甘えん坊さんで
｢だ

っこして｣とみんなにお願い
する

ちぃちゃん。保育園に通う
よう

になり、お友だちがたくさ
んで

きました。みんなと歌を歌
った

り、しゃぼん玉遊びをする
とて

も元気な女の子です。(高橋
場町)

今井　千
ち

寛
ひろ

ちゃん（２歳５カ月）



ア
ッ
プ
ル
号
は
、
沼
田
駅
か
ら
前

橋
市
内
ま
で
高
速
道
路
を
経
由
し
て

運
行
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
利
用
料
金

一
律
片
道
900
円
･
往

復
千
五
百
円
・
回
数
券
17
枚
つ
づ

り
一
万
円
▼
特
別
平
日
定
期
券

１

カ
月
二
万
三
千
六
百
九
十
円
・
３
カ

月
六
万
七
千
五
百
二
十
円

詳
し
い
こ
と
は
、
関
越
交
通
㈱
沼

田
営
業
所
1

１
１
１
１
へ
。

平
成
二
十
年
分
の
相
続
税
・
贈
与

税
の
土
地
な
ど
の
評
価
に
用
い
る
路

線
価
図
な
ど
が
七
月
一
日(

火)

か
ら

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
路
線
価
図

等
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
税
務
署
個

人
課
税
部
門
1

２
１
３
３
へ
。

今
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
改

正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
と
関
係
法

令
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

と
き

６
月
24
日(

火)

午
後
１
時
30

分
と
こ
ろ

利
根
沼
田
文
化
会
館
小
ホ

ー
ル

対
象
者

事
業
主
、
企
業
の
人
事
労

務
担
当
者
と
労
働
者

申
し
込
み

群
馬
労
働
局
雇
用
均
等

室
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
室
1
０
２
７

(

２
１
０)

５
０
０
９
へ
。

賞
金

▽
１
等
・
２
億
円
▽
前
後
賞

５
千
万
円
▽
２
等
・
１
億
円
ほ
か

発
売
期
間

７
月
14
日(

月)

〜
８
月

１
日(

金)

抽
選
日

８
月
12
日(
火)

支
払
開
始
日

８
月
18
日(
月)

※
昨
年
度
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
時
効
は
、
８
月
20
日(

水)
で

す詳
し
い
こ
と
は
、
県
市
町
村
振
興

協
会
1
０
２
７(

２
９
０)

１
３
５
０

へ
。市

立
図
書
館
、
各
地
区
公
民
館
図

書
室
は
館
内
の
特
別
整
理
の
た
め
六

月
二
十
日(

金)

か
ら
二
十
六
日(

木)

ま
で
休
館
に
な
り
ま
す
。

期
間
中
に
本
を
返
却
す
る
場
合

は
、
市
立
図
書
館
の
正
面
玄
関
左
側

の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

※
視
聴
覚
資
料
は
、
後
日
、
返
却
カ

ウ
ン
タ
ー
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が
、

検
察
官
の
不
起
訴
の
処
分
が
正
し
か

っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
で

す
。審

査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
前
橋
地
方
裁
判

所
1
０
２
７(

２
３
１)

４
２
７
５
へ
。

新
し
い
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
に
六

月
中
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
そ
の

際
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
お
渡
し

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
1
０
１
２

０(

５
０
６)

３
０
９
へ
。

17

６月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:55
11 : 05～11:35
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

6月2.9.16.20～26.30日／
7月7.14.21.28.31日

18日（水）

17日
（火）

13日
（金）

12日
（木）

11日
（水）

10日
（火）

６日
（金）

４日
（水）

５日
（木）

３日
（火）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程６月の巡回移動図書の日程

快
適
・
便
利
な

ア
ッ
プ
ル
号
に
乗
ろ
う
！

路
線
価
図
等
の
閲
覧
に
つ
い
て

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

７
月
14
日(

月)

販
売
開
始

知
っ
て
お
き
た
い
検
察
審
査
会

回
収
し
ま
す
！
古
い
電
話
帳

春
季
特
別
整
理
期
間
で

図
書
館(

室)

が
休
館
に

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
等
説
明
会



サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
で
は
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

農
産
物
の
販
売
や
マ
ス
の
つ
か
み

取
り
な
ど
楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
ハ
ー
ブ
園
で
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
22
日(

日)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り

10
グ
ラ

ム(

12
本
程
度)

100
円

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
絵
画
募
集

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
す
。
応
募
者
に
は
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

受
付
期
間

６
月
１
日(

日)

〜
15
日

(

日)

受
付
場
所

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た

表
彰
式

６
月
22
日(

日)

午
後
２
時
　

詳
し
い
こ
と
は
、
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク

ぬ
ま
た
1

９
３
０
１
へ
。

市
視
覚
障
害
者
協
会
と
沼
田
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
で
は
、
高
齢
者
を

対
象
に
、
は
り
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
奉

仕
を
行
い
ま
す
。

※
低
額
の
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す

と
き

６
月
20
日(

金)

午
前
10
時
〜

午
後
２
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
機
能
訓
練
室

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
1
内
線
７
７
２
６
８
へ
。

高
齢
者
を
対
象
に
寝
た
き
り
に
な

ら
な
い
、
転
ば
な
い
体
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
運
動
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
期
間

７
月
16
日
か
ら
12
月
24

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日(

全
23
回)

と
き

午
前
９
時
45
分
〜
正
午

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員

40
人

申
し
込
み

高
齢
福
祉
課
介
護
予
防

係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
４
２
へ
。

市
で
は
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

仲
間
同
士
で
集
ま
っ
て
週
一
回
程

度
、
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
誘
い
合
っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
６
月

20
日(
金)

ま
で
に
高
齢
福
祉
課
介

護
予
防
係
へ

と
き

体
力
測
定
を
７
月
１
日(

火)

に
行
い
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
４
１
へ
。

対
象

妊
娠
、
出
産
、
育
児
ま
た
は

介
護
な
ど
の
理
由
で
退
職
し
、
再

就
職
を
希
望
す
る
人

支
援
内
容

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
実

施
、
個
別
相
談
、
専
門
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
よ
る
再
就
職
プ
ラ
ン
作

り
の
支
援
、
職
場
体
験
講
習
な
ど

※
登
録
と
支
援
に
か
か
る
費
用
は
す

べ
て
無
料

申
し
込
み

電
話
で
�
21
世
紀
職

業
財
団
群
馬
事
務
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
所
1
０

２
７(

２
２
３)

２
０
２
３
へ
。

沼
田
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、

天
狗
山
車
太
鼓
の
た
た
き
手
を
募
集

し
ま
す
。

た
た
き
手
は
、
七
月
の
毎
週
火
･

金
曜
日
の
夜
に
行
う
練
習
と
八
月
三

日
・
五
日
の
両
日
、
沼
田
ま
つ
り
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
に
在
住
、
ま
た
は

在
勤
の
中
学
生
以
上
25
歳
未
満

の
健
康
な
女
性
で
、
練
習
と
沼
田

ま
つ
り
の
両
方
に
参
加
で
き
る
人

定
員

30
人(

先
着
順)

申
し
込
み

電
話
で
、
沼
田
商
工
会

議
所
青
年
部
事
務
局
へ

※
決
定
者
に
は
、
練
習
日
を
連
絡
し

ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
会
議
所
1
�

１
１
３
７
へ
。

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン

教
室
「
ワ
ー
ド
発
展
コ
ー
ス
」
を
開

講
し
ま
す
。

と
き

６
月
24
日(

火)

〜
27
日(

金)

(

全
４
回)

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
室(

白
岩
町)

定
員

12
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

対
象
者

市
内
に
在
住
す
る
60
歳

以
上
の
全
日
程
に
参
加
可
能
な
人

で
、
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
簡
単
な
文

章
が
入
力
で
き
る
人(

初
心
者
教

室
受
講
済
の
人
も
可)

内
容

タ
イ
ピ
ン
グ
テ
ス
ト
・
文
章

量
の
多
い
文
書
の
作
成
・
表
の
挿

入
な
ど

受
講
料

無
料(

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
使
用
料
は
別
途
）

申
し
込
み

６
月
１
日(

日)

か
ら
15

日(

日)

ま
で
に
、
電
話
か
ふ
れ
あ

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
直
接(

時
間

は
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７

時
ま
で
。
休
館
日
の
月
曜
日
は
除

く)詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー

1
�
３
４
９
７
へ
。
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募
　
　
集

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り

奉
仕
で「
は
り
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

天
狗
山
車
太
鼓
の
た
た
き
手
募
集

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者
を
募
集

は
つ
ら
つ
教
室
の
参
加
者
を
募
集

「
再
就
職
希
望
者
支
援
事
業
」
へ
の

登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

クールビズを実施します！

市では、６月１日から９月30日までクー

ルビズ(夏の軽装運動)を実施します。

詳しいことは、総務課職員係1内線３２

１４へ。



障
害
者
の
職
場
実
習
を
継
続
的
に

受
け
入
れ
る
企
業
が
、
障
害
者
の
職

場
実
習
の
受
け
入
れ
の
た
め
に
企
業

内
の
設
備
の
更
新
な
ど
を
実
施
し
た

場
合
に
そ
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

応
募
資
格

障
害
者
の
職
場
実
習
を

受
け
入
れ
た
実
績
が
あ
る
県
内
の

民
間
企
業
で
、
今
後
も
、
障
害
者

の
職
場
実
習
を
継
続
的
に
受
け
入

れ
る
民
間
企
業

事
業
実
施
年
度

今
年
度
内
と
し
、

来
年
２
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る

事
業
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
交
付

決
定
後
の
事
業
着
手
と
な
り
ま
す

助
成
金
額

１
企
業
当
た
り
500
万
円

以
内(

１
企
業
１
回
に
限
り
ま
す)

締
め
切
り

６
月
27
日(

金)

詳
し
い
こ
と
は
、
県
障
害
政
策
課

1
０
２
７(

２
２
３)

１
１
１
１
へ
。

市
内
の
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
生

を
対
象
に
、
青
少
年
自
然
体
験
活
動

推
進
事
業「
第
十
回
沼
田
ネ
イ
チ
ャ

ー
キ
ッ
ズ
」を
開
催
し
ま
す
。
大
自

然
の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
子
ど
も
達
の
キ
ャ
ン
プ
を
手

伝
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
間

８
月
17
日(

日)

〜
19
日(
火)

２
泊
３
日

会
場

北
毛
青
年
の
家

仕
事
内
容

食
料
・
資
材
の
管
理
、

搬
入
お
よ
び
各
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
け
る
指
導
者
の
補
助
な
ど

対
象

18
歳
以
上
で
野
外
活
動
に
興

味
が
あ
り
、
１
泊
以
上
の
参
加
が

で
き
る
人

定
員

若
干
名

申
し
込
み

６
月
21
日(

金)

ま
で
に

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
３
へ
。

と
き

７
月
６
日
か
ら
７
月
27
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日(

全
４
回)

午

後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

沼
田
東
小
学
校
プ
ー
ル

対
象

市
内
小
学
生

定
員

50
人(

先
着
順)

講
師

市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
、
沼
田

利
根
水
泳
協
会
員

受
講
料

無
料(

た
だ
し
傷
害
保
険

料
500
円
は
受
講
者
負
担)

申
し
込
み

６
月
13
日(

金)

か
ら
27

日(

金)

ま
で
に
保
険
料
を
添
え
て

体
育
課(

市
民
体
育
館
内)

、
白
沢

町
・
利
根
町
教
育
支
所
へ
。

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課
1
�
９

４
４
４
へ
。

市
で
は
、
七
月
末
か
ら
勤
務
で
き

る
保
健
師
資
格
の
あ
る
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

保
健
師
１
人(

１
日
の

勤
務
時
間
が
８
時
間)

賃
金

日
給
六
千
五
百
円

受
付
期
間

６
月
１
日(

日
）〜
30
日(
月)

※
土
･
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
保
健
係

1
内
線
７
７
２
０
３
へ
。

税
務
職
員(

Ⅲ
種)

の
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜

平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

受
験
申
込
書
請
求
先

最
寄
り
の
税

務
署(

総
務
課)

、
関
東
信
越
国
税

局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
関

東
事
務
局

受
付
期
間

６
月
24
日(

火)

〜
７
月

１
日(

火)(

土
・
日
曜
日
は
除
く)

申
込
書
提
出
先

第
１
次
試
験
地
を

管
轄
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

詳
し
い
こ
と
は
、
関
東
信
越
国
税

局
人
事
第
二
課
試
験
係
1
０
４
８(

６

０
０)

３
１
１
１
、
ま
た
は
沼
田
税

務
署
総
務
課
1
�
２
１
３
１
へ
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
手
話

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

７
月
18
日
か
ら
11
月
14
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日(

全
18
回)

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
研
修
室(

７
月
18
日
の
第
１
回

開
講
式
は
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル)

定
員

30
人(

初
心
者)

講
師

利
根
沼
田
聴
覚
障
害
者
協
会

員
・
手
話
サ
ー
ク
ル
水
ば
し
ょ
う

の
会
員

受
講
料

無
料(

テ
キ
ス
ト
代
の
み

受
講
者
負
担)

申
し
込
み

６
月
30
日(

月)

ま
で
に

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
議
会
1
�

１
９
９
０
へ
。
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自分で作詞・作曲した歌を
歌

いながらダンスをするのが
大好

きなあいかちゃん。少し小
柄で

すが、男の子に負けないく
らい

元気いっぱいの女の子。妹
のま

ほちゃんがかわいくて大好
きな、

優しいお姉さんです。(岡
谷町)

牧野　あいかちゃん（３歳
）

県
障
害
者
職
場
実
習
設
備
等

整
備
事
業
の
募
集

沼
田
ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

小
学
生
を
対
象
に
水
泳
教
室

沼
田
税
務
署
よ
り
税
務
職
員（
Ⅲ
種
）

募
集
の
お
知
ら
せ

手
話
講
習
会

臨
時
職
員
募
集

電話番号は、

市　役　所 23 ２１１１

白沢町振興局 53 ２１１１

利根町振興局 56 ２１１１



入
居
可
能
日

10
月
１
日(

水)

入
居
資
格

現
在
、
住
宅
に
困
っ
て

い
て
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の

人
、
ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
人

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す

申
込
期
間

７
月
１
日(

火)

〜
15
日

(

火)

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
を
郵

送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
、
県
土
木
事
務

所
、
市
役
所
、
町
村
役
場

詳
し
い
こ
と
は
、
県
住
宅
供
給
公

社
1
０
２
７(

２
１
０)

６
６
３
４
、
ま

た
は
０
２
７(

２
２
３)

９
８
０
８
へ
。

賃
貸
住
宅
の
所
在
地

利
根
町
日
影

南
郷
120
番
地
１

募
集
戸
数

２
戸

構
造
／
床
面
積
／
間
取
り

木
造
２

階
建
て
／
83
・
６
㎡
／
３
Ｄ
Ｋ

入
居
者
の
資
格

①
同
居
親
族
が
あ

る
こ
と
②
条
例
に
定
め
る
収
入
基

準
を
満
た
す
こ
と
③
住
民
税
な
ど

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

家
賃
・
そ
の
他
条
件

三
万
九
千
二

百
円
か
ら
・
共
益
費
適
宜

敷
金

３
カ
月

申
し
込
み

随
時
募
集

詳
し
い
こ
と
は
、
建
設
課
建
築
室

1
内
線
４
２
１
７
へ
。

と
き

７
月
13
日(

日)

午
前
８
時
30

分
開
会

と
こ
ろ

市
民
体
育
館
ほ
か

対
象

市
内
に
在
住
か
、
在
勤
の
人

で
構
成
し
た
チ
ー
ム(

学
生
、
生

徒
、
児
童
は
除
く)

チ
ー
ム
編
成

監
督
、
コ
ー
チ
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
選
手(

計
15
人
以

内)

申
し
込
み

６
月
20
日(
金)

ま
で

に
、
所
定
の
用
紙
で
体
育
課(

市

民
体
育
館
内)

、
白
沢
町
・
利
根

町
教
育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課
1
�
９

４
４
４
へ
。

と
き

７
月
27
日(

日)

午
前
８
時
30

分
開
会

と
こ
ろ

運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格

市
内
に
在
住
か
、
在
勤

の
人
で
構
成
し
た
チ
ー
ム

チ
ー
ム
構
成

監
督
、
コ
ー
チ
、
ス

コ
ア
ラ
ー
、
選
手(

計
20
人
以
内)

申
し
込
み

７
月
４
日(

金)

ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
体
育
課(

市
民
体

育
館
内)

、
白
沢
町
･
利
根
町
教

育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
館
1
�
９

４
４
４
へ
。
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エコバッグキャンペーン！
（平成20年６月１日より８月31日まで）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
案
内

特
定
公
共
賃
貸
住
宅「
南
郷
団
地
」の

入
居
者
を
再
募
集

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

電話番号は、

市　役　所 23 ２１１１

白沢町振興局 53 ２１１１

利根町振興局 56 ２１１１

���
���

月　 自家中毒症
火　 子どものオヤツ
水　 女性の不正出血
木　 痔でお悩みの方へ
金　 つかれ目
土･日 経口避妊薬ピル

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと約３分間の
健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
11日(水)皮膚科･婦人科と19日(木)歯科です。午後７時30分から
9時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

石川遼選手のシルエット
とサインのプリント入り

上記期間中に定期預金（期間１年
以上）を50万円以上お預け入れ
で、エコバッグ１個プレゼント
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　　象　　者　　等

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町市民課保健福祉係1内線３３、利根町市民課保健係1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

市 民 献 血

に こ に こ 健 康 相 談

母子健康手帳交付

７月16日(水)

７月のこあらクラブはお休みです
７月の２歳児歯科相談はお休みです

７月24日(木)

７月25日(金)
７月14日(月)

午後0時45分～１時45分

午前10時～正午
午後1時～3時30分
午前10時～11時30分
午前10時～11時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午前９時30分～11時
午前９時30分～11時
午後１時～１時45分
歯科検診･歯科相談･フッ素塗布を実施･持ち物･お子さんの歯ブラシと母子手帳

利根保健福祉センター

市役所市民ホール

白 沢 創 作 館
市役所市民ホール

市保健福祉センター

市保健福祉センター

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

1歳 6カ月児
3 歳 児
こあらクラブ
２歳児歯科相談

４ カ 月 児

1 0 カ 月 児

１歳６カ月児

３ 歳 児

エンゼルクラブ
わんぱくクラブ

２歳児歯科相談

全地区。体脂肪率、血圧測定など

16歳～69歳(65歳以上の人は、60歳～64
歳の間に献血経験がある人に限ります)

保健ガイド ７月

とき 6月2日･9日･16日･23日･30日、7月7日･14日･22日･28
日／午後1時～3時

ところ 市保健福祉センター３階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午後５時
ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内線７７２０１

とき 6月5日･19日、7月3日･17日の木曜日／午前9時30分～
正午、午後1時～4時(午前8時30分から市役所市民ホールで番
号札による受け付けを行います)

ところ 市役所市民相談室

とき 6月3日･10日･17日･24日の火曜日／午前９時～午後４時
ところ 中央公民館学習相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30分～午後５時
ところ 青少年育成相談センター(中央公民館２階事務室隣)
※電話相談の場合は、1○23５４１１へ

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１時～３時
ところ 市役所市民相談室

とき ６月18日(水)、７月16日(水)午後1時30分～4時／あらか
じめ電話で予約を受け付けています。社会福祉協議会1○22１
９９０へ

※沼田市民に限ります
ところ 市保健福祉センター３階相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権行政相談など)

家庭児童相談
(児童の養育や家庭の諸問題に関する相談)

法律相談(弁護士による相談）

青少年相談
(友達・学校・家庭のことなど青少年健全育成に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

健
康
診
査

育児
相談

健康
診査
育児
相談

平成18年12月・平成19年1月生まれ
平成17年5月・6月生まれ

全市対象

本庁・白沢町振興局管内の人

利根町振興局管内の人

妊娠届出書を持参してください

７月９日(水)
７月１日(火)
７月15日(火)
７月10日(木)
７月31日(木)
７月２日(水)
７月30日(水)
７月４日(金)
７月18日(金)

７月18日(金)

平成20年2月24日～平成20年3月15日生まれ
平成19年 8 月16日～ 9 月10日生まれ
平成19年 9 月11日～10月 5 日生まれ
平成18年12月 7 日～12月31日生まれ
平成19年 1 月 1 日～ 1 月25日生まれ
平成17年 3 月 9 日～ 4 月 1 日生まれ
平成17年 4 月 2 日～ 4 月23日生まれ
乳児(1歳未満)
幼児(1歳以上)
平成18年6・7月生まれ

カラー印刷・自費出版・チラシ・パンフレット他

印刷のことならご相談下さい

有限会社 利根印刷所
323-0131番㈹/524-1854
055050-3539-1855 e-mail:p-tone@po.wind.ne.jp

料理教室
手づくりのお料理を楽しく学びましょう!!

詳しいことは　124－2745



「
命
の
ア
サ
ガ
オ
」

市 県 民 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
国民年金保険料
下水道受益者負(分)担金

１　期
３　期
２　期
２　期
５月分
１　期

納期限　６月30日(月)

今月の納税など
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「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８

８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
5
０
２
７
８

５
１
７
９
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

五
月
二
十
一
日(

水)

、
白
沢
保
育

園
の
園
児
が「
命
の
ア
サ
ガ
オ
」の
種

ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
命
の
ア
サ
ガ

オ
は
、
白
血
病
の
た
め
七
歳
で
亡
く

な
っ
た
新
潟
県
の
丹
後
光
祐
君
が
、

約
三
カ
月
間
だ
け
通
っ
た
小
学
校
で

大
事
に
育
て
て
い
た
ア
サ
ガ
オ
で
す
。

ア
サ
ガ
オ
を
育
て
る
こ
と
で
、
命
の

尊
さ
や
白
血
病
に
苦
し
む
人
が
い
る

こ
と
を
伝
え
よ
う
と
い
う
活
動
で
す
。

○23

○24

シリーズ

うつぶしの森と義宗像（白沢町高平）白佐渡神社

国際ソロプチミスト利根ぬまたの会員と種まきを
する白沢保育園の園児

よしむね しら さ わ
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父新田義
よし

貞
さだ

や兄義
よし

顕
あき

、義
よし

興
おき

ら討死の後、新田の総大将として義宗は各地を転戦、
越後に身を潜めるが、正

しょう

平
へい

23年(応
おう

安
あん

元1368)、従兄脇
わき

屋
や

義
よし

治
はる

と挙兵、滝
たき

棚
だな

の原
と呼ばれた沼田台地で足利の将上杉氏と激突した。高平雲

うん

谷
こく

寺
じ

の南にあった反
そり

町
まち

の砦を出、丘上に駒を進めた義宗は戦の中、敵の一矢に右眼を射抜かれ、うつぶ
せに落馬そのまま絶命、壮烈な最期となった(年37歳)。義宗の遺骸は雲谷寺に葬
られ、村人はこの地を「うつぶしの森」と言い、義宗の霊を祀り「うつぶし明神」
と称した。神社本殿内陣には高さ22cmの衣

い

冠
かん

束
そく

帯
たい

ムチを持つ義宗の本像が、雲
谷寺には墓とされる五輪塔が従者船田長門守経政の墓と並び悲史を物語るかのご
とく残されている。 (沼田市文化財調査委員：金井竹徳)

ふれあい福祉センター

７月の休館日

7．14．22．28日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談

とき 6月11日(水)・7月8日

(火)／午前10時～11時30分

内容 血圧測定・握力測定

ところ ふれあい福祉センタ－

人のうごき
平成20年4月30日現在(住民基本台帳による)
（ ）内は前月比
人口：54,225人(－50人)  男：26,303人(－24人)
女：27,922人(－26人) 世帯：19,887(＋43)

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

皆
さ
ん
、
も
う
お
気
付
き
で

す
か
？
四
月
上
旬
に
「
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
、
新
た

に「
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」と
い
う

コ
ー
ナ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
私
た
ち
が

取
材
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
様

子
を
写
真
と
文
章
を
使
っ
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小

さ
な
話
題
で
も
結
構
で
す
。
気

軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。




